
広報そえだ（令和７年 12月号）　２

11
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「
添
田
英

彦
商
店
」は
、町
を
訪
れ
る
人
々

が
最
初
に
立
ち
寄
る
『
玄
関
口
』

と
し
て
の
役
割
を
担
う
新
施
設

で
す
。館
内
で
は
、観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
町
内
施
設
の
紹
介
、
周
遊

ル
ー
ト
の
提
案
な
ど
添
田
町
の

魅
力
を
幅
広
く
伝
え
る
情
報
発

信
を
行
い
、
観
光
客
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
動
や
滞
在
時
間
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
外

の
人
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

空
間
と
し
て
、
新
た
な
交
流
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
の
カ
フ
ェ

を
併
設
し
、
観
光
と
飲
食
の
両
面

か
ら
添
田
町
の
楽
し
み
方
を
広
げ

ま
す
。
そ
え
だ
ま
ち
観
光
大
使
で

俳
優
と
し
て
活
躍
す
る
熊
谷
真
実

さ
ん
監
修
の
「
グ
リ
ー
ン
ス
ム
ー

ジ
ー
」
は
、
町
の
朝
採
れ
野
菜
や

果
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
爽
や

か
な
味
わ
い
が
特
徴
で
、
町
の
恵

み
を
手
軽
に
感
じ
て
も
ら
え
る
一

品
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
の
風
景

や
イ
メ
ー
ジ
を
テ
ー
マ
に
開
発
さ

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
添
田
英
彦

ブ
レ
ン
ド
珈
琲
」や
町
の
特
産
品
・

加
工
品
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

元
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
用
し
た
多

彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

　

観
光
目
的
の
来
訪
者
は
も
ち
ろ

ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

身
近
に
楽
し
め
る
新
た
な
飲
食
ス

ポ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

運
営
は
、
10
月
１
日
に
着
任

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
、

岩
丸
康
平
隊
員
が
中
心
と
な
っ

て
担
い
ま
す
。
町
に
新
し
い
視

点
を
も
た
ら
す
彼
ら
が
情
報
発

信
や
施
設
の
魅
力
づ
く
り
、
メ

ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
に
関
わ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た
運
営
を
目
指

し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
土
曜
日
、

日
曜
日
、
月
曜
日
、
祝
日
の
９

時
30
分
か
ら
16
時
を
基
本
と
し

て
営
業
し
、
今
後
の
来
訪
者
数

添
田
町
の
新
た
な
玄
関

「
添
田
英
彦
商
店
」

誰
も
が
く
つ
ろ
げ
る

憩
い
の
空
間
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

観
光
情
報
を
発
信

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
運
営
体
制
の

見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

添
田
町
の
自
然
・
文
化
・
食
を
気

軽
に
楽
し
め
る
拠
点
と
し
て
、
新

た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
し
ま
す
。
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▽
添
田
英
彦
ブ
レ
ン
ド

珈
琲
400
円
〜

▽
季
節
の
ス
ム
ー
ジ
ー

600
円　

▽
英
彦
山
ゆ
ず

ソ
ー
ダ
600
円　

▽
英
彦
山

ゆ
ず
ネ
ー
ド
600
円　

▽
焼
き
岩

石
餅
200
円　

▽
添
田
町
の
さ
つ
ま

い
も
の
バ
ス
ク
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
380

円　

▽
添
田
町
の
柚
子
と
バ
ニ
ラ

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
180
円　

な
ど

11
月
22
日
、
添
田
町
の
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
道
の
駅

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「
添
田
英ひ

こ彦
商

店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
観
光
情
報
を
分
か
り
や
す

く
発
信
し
、
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

楽
し
め
る
複
合
施
設
で
す
。

　そえだまち観光大使熊谷真実さんと添田町
の初コラボ商品「m

マ ド ミ

addmiリップスティック」
が完成しました。添田町産の完熟黄柚子の種
子から抽出したエキスを配合し、天然由来成
分99.9％以上の唇にやさしくしっとりつやや
かな潤いと、優しい柚子の香りが癒しを与え
てくれるオリジナルリップクリームです。
　リップがちょうど収納できる巾着袋とオリ
ジナル缶バッジも販売しています。
　自分へのご褒美、家族や友人などへのプレ
ゼントとしてぜひご活用ください。添田英彦
商店と役場商工観光振興課で販売中です。
【販売価格】（税込み）
▷リップスティック1,400円　▷巾着袋400円
▷缶バッジ200円　

Project
　コラボ商品の名称「maddmi」は、
熊谷真実さんの「mami」と添田町の
「添える」を意味する「add」をミック
スしてできた言葉です。いつもそば
にそっと寄り添う商品となりますよ
うにとの願いも込められています。
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Pr ect
は、

ct

　完成を記念して11月1日と２日、発売イベ
ントを開催しました。当日は、熊谷真実さん
も来町して商品誕生の経緯や想いをお話しい
ただき、真実さんによる直接販売も行われま
した。

ビジターセンター
「添田英彦商店」オープン

町の魅力を発信する新たな観光拠点が
道の駅歓遊舎ひこさんロビーに誕生

】

ン
ドドドドドドドドドドド

ジ
ー

ゆ
ず

英
彦
山

▽
焼
き
岩

Mami Kumagai × Soeda
maddmi リップスティック

問 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236）
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1＿オープニングセレモ
ニーでテープカットを行
う（左から）岩丸地域お
こし協力隊員、寺西町長、
石川道の駅歓遊舎ひこさ
ん出品者協同組合理事長、
松本所長2＿地域の農産
品を使ったメニューを用
意しています3＿町内の
観光案内も気軽にお声か
けください4＿カフェメ
ニューのほか、町の旬な
映像や観光施設紹介を映
すモニター


